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１．概要

熊本大学工学部附属革新ものづくり教育センターで

は､あらたな取り組みとして､組織を俯瞰しリードする

グローバルものづくり実践力と起業精神を持つ人材を

育成することを目的とした「グローバルものづくり実

践力協働教育事業」について､文部科学省の採択を受け､

H27 年度から開始することで準備を進めている。 

その一環として､将来の企業のプロジェクトリーダ

ーや技術開発の中核となる人財の育成を目的としたト

ップランナー育成型の教育プログラムとして「高度も

のづくり技術修得教育プログラム」の開発を H26 年度

から進めてきた。 

本教育プログラムは､企業で実践する開発プロセス

やツールを使って学生が､目標設定・構想・設計・試作・

評価を行う難易度の高い PDCA を実践する教育プロ

グラムを目指しており､教育するテーマの選定にあた

っては､プロジェクトチーム活動であり､継続性が高く､

学生に要求される技術力とコンピテンシーのレベルが

高いことが重要である。 

また学生の達成レベルについては、産業界で即戦力

として通用するレベルを達成目標としている。 

２．H26年度の実施テーマ 

教育プログラムで扱う産業､製品､技術のカテゴリー

として､いろいろな開発要素を包含する自動車の開発

を題材とし、熊本大学工学部公認サークルであるソー

ラーカープロジェクトの開発チームの中核となる大学

院生（M2･4 名､M1・7 名）を対象として､本教育プロ

グラムの開発とトライアルを行なった。

３．教育活動のポイント 

熊本大学のソーラーカープロジェクトは H20 年度

からスタートした工学部公認の学生サークル活動であ

る。H25 年度迄の活動を､ものづくりの視点で捉える

と､高いモチベーションとチームワークで 1 台の車両

をまとめあげる力があり､要所に工学的手法を駆使し

て設計を行うという学生主体のものづくり活動として

は十分な価値のある活動であったと思われる。 

<現状分析＞ 

今回、あえて自動車メーカーで車両を開発する標準

的開発プロセスをベンチマークとして､これまでのソ

ーラーカー開発プロセスとの比較を行い､下記に示す

ような問題点を顕在化することができた。 

１）開発の上流工程が弱く､目標設定（何を目標として

開発を進めるのか）､性能開発（どのような性能を狙

いどのような物理量を測って､どのような手段で性

能を向上させるのか）､計画工程（どのようなクルマ

をどのようなレイアウトで作り､部品や技術は何を

使うのか､図面で定義すること）については､具体的

な実施例が存在していない。 

２）図面が少なく､あまり運用されていないので情報が

共有化されずポカミスが多発している。 

３）開発の大日程のマネジメントが弱く、遅れが大き

くなることがある。（反面､短期集中活動は強い）

４）技術の伝承システムが無く､以前起こした重大不具

合が再発することがある。 

＜新しい開発プロセス⇒ 本教育プログラムの骨子＞ 

教育プログラムのトライアルとして､実際の企業で

実行する開発プロセスのさまざまな手法を学生向けに

わかり易く翻訳して解説し､学生諸君にこの手法に基

づいて実際のソーラーカーの開発を行ってもらう活動

を H26 年度に実施した。 

以下､実際の活動内容を説明する。 



 

４．H26年度教育活動（学生の開発活動）の状況 

H25 年度のチーム活動の振り返りからスタートし、

新しい開発プロセスに基づく車両開発を実行し､H26

年 11 月末の記録・伝承（引継書）迄の活動を行った。 

１）振り返り 

最初に振り返りの手法を教えた。学生が H25 年度の

チーム活動の振り返りを行なう中で､問題点の分析

により､「図面化」「情報共有化」「責任分担」等が重

要性であることを学生自らの力で認識できた。 

（開発途中でも要所で失敗事例を題材とした振り返

りを課し､問題の本質的に捉える力を養成した） 

 

２）目標設定と性能開発 

定量的な目標性能と KPI（評価指標）を作り､計画 

と計測を行いながら開発を進めることを指導した。 

結果として､学生が自ら意欲的な目標性能を行い､ 

どのような性能を狙うか、性能を予測し車両諸元や 

部品に落としこむと共に､物理量を計測して検証す 

ることを実行できた。 

 

３）日程表 

日程表を作り､プロジェクトの進捗を定期的に把握

することを指導した。学生は日程（大/小）を作り定

期的に進捗管理を行なったが、稀に日程予測が甘く

計画が大きく遅れることがあった。 

 

４）車両計画図 

考えていることを必ず計画図として図面に落とし込

み､部品設計に反映させることを指導した。 

結果として学生が車両計画図を作成運用すること

ができ､構想可視化と設計ミス削減を図れた。 

（部品設計変更が計画図に反映されないことがあり

製作時に部品干渉が生じたことがあった） 

（電装とﾒｰﾀ等は図面完成迄至らなかった） 

 

５）議事録 

毎週の定期ミーティングの議事録を学生が持ち回り



 

で作成し､部員全員に通知するように指導した。これ

によって院生全員に報告書を書く力が付いた。 

 

６）車両と部品の開発と製作 

目標性能を達成する為に､空力性能の改善（カウル形

状による空気抵抗低減）､ブレーキキャリパ変更によ

る引き擦り抵抗低減、バッテリー変更による電力エ

ネルギーの増大､シートの形状と材質変更による軽

量化や座り心地の改善､などを学生が企画､構想して

設計し製作して車両を作り上げた。 

 

７）鈴鹿レースへの出場 

鈴鹿サーキットで行われたソーラーカーレースに参戦

し､周回数 32 周で 16 位の成績（EnjoyⅠ/Ⅱクラ ス３

５チーム中）であった。32 周という結果は天候と一部

空力性能が実現できなかったことから､ほぼ予測通り､

実力通りの性能と思われた。 

（H27 年度チームは意欲的な目標性能を設定しフレ

ームやサスペンションなど大幅な軽量化を計画中） 

 

８）技術の伝承とドキュメント化 

開発の記録と仕事の標準化は大変重要で､企業の財

産となっており､ソーラーカープロジェクトとして

も後輩に受け継ぐべき知財であることを指導した。 

学生は全員で H26 年度チーム活動の振り返りを

行い、成功したこと､改善したいことをドキュメント

化した。また､M2 は担当した部位の開発手法を引き

継ぎ書としてまとめ､チームを離れた。「車両計画図

の引き継ぎ資料」と「シャシー班の引き継ぎ資料は､

企業の若手エンジニアに遜色ない出来栄えである。 

 

２．H26年度教育プログラムの振り返り 

＜教育成果＞ 

以上述べたように､実際の自動車の開発プロセスで

実施される「振り返り」「目標設定」「性能開発」「日程

管理」「計画図」「議事録」「技術の伝承とドキュメント

化」などを熊本大学のソーラーカープロジェクト車両

開発に於いて､学生が実行する教育プログラムを実行

したが､殆どの学生が試行錯誤を重ねながら自分のも

のに出来ることを確認できた。（企業のエンジニアと比

べると､モチベーション，ストレス耐性の面では劣る部

分が認めらたが､アマチュアであり､開発にかける時間

が少ないことを考慮すると致し方ないと思われる） 

熊本大学工学部革新ものづくり教育センターでは､

学生のグローバルモノづくり実践力の暫定評価指標と

して､プロダクトデザイン実行力と社会人基礎力から 

なる評価軸を運用している。（下表横軸） 

この評価軸に基づき、H26 年度チームの M2・4 名

の実際の活動を評価した結果､企業の若年エンジニア

（入社 2 年目程度のエントリーレベル）のレベルを発

揮できていたと判断される。（彼らには今後の産業界で

の活躍を期待したい） 

＜今後の課題＞ 

今回の教育プログラムの実施項目をより一般化して､

いろいろな分野をカバーできる「ものづくり教育プロ

グラム」としての標準化を図ってゆきたいと考える。 

また､学生の能力評価について､現在の考え方を基に

さらに細分化して､客観性と一般性が高い評価手法を

H27 年度に開発したいと考えている 




